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雄
勝
硯
伝
統
産
業
会
館

�　

�
3
2
1
1

57

◆
１
階
展
示
ホ
ー
ル

第　

回「
硯
の
ふ
る
さ
と
東
北
書
画
展
」

19

　

８
日
�
ま
で

細
田
孝
春
創
作
写
真
展

　
　

日
�
〜　

月　

日
�

21

12

21

◆
２
階
企
画
展
示
室

宮
城
県
芸
術
祭
写
真
展

　
　

日
�
〜　

日
�

12

20

木
村
満
写
真
展

　

日
�
〜
平
成　

年
１
月　

日
�

28

22

31

休
館
日　

４
日
�
・　

日
�
・　

日
�
・

10

17

　

日
�

24図
書
館

�　

�
8
6
3
5

93

紙
芝
居
と
お
話
の
会

　

日
�
・　

日
�
・　

日
� 
午
後
３

10

17

24

時　

分
〜
４
時

30

た
の
し
い
お
は
な
し
会

　

日
� 
午
前　

時　

分
〜　

時

21

10

30

11

絵
本
と
お
は
な
し
の
会
勉
強
会

　

日
� 
午
前　

時
〜
正
午

12

10

子
ど
も
の
本
を
読
む
会

　

日
� 
午
前　

時
〜
正
午

17

10

テ
ー
マ 
「
ぼ
く
ら
の
七
日
間
戦
争
」

宗
田　

理 
著

読
書
会

　

日
� 
午
前　

時
〜
正
午

10

10

テ
ー
マ 
「
あ
な
た
と
共
に
逝
き
ま

し
ょ
う
」
村
田
喜
代
子
著

河
北
分
館　

お
は
な
し
会

　

日
� 
午
後
３
時
〜

22

　

と
こ
ろ　

ビ
ッ
グ
バ
ン
２
階

桃
生
分
館　

え
ほ
ん
と
お
話
の
会

　

日
� 
午
前　

時
〜

21

10

と
こ
ろ　

桃
生
公
民
館

み
な
と
文
庫
開
館
日

　

日
�
・　

日
�

12

26

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

30

30

と
こ
ろ　

み
な
と
荘

休
館
日　

２
日
�
・
３
日（
火
・
祝
）・
８
日

�
・　

日
�
・　

日（
月
･
祝
）・　

日
�

16

23

30

公
民
館 

石
巻
中
央
公
民
館 �　

－

2
9
7
0

22

◆
第　

回
石
巻
中
央
公
民
館
文
化
祭

47

さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト
（
石
巻
マ
ン
ド

リ
ー
ノ
）・
手
話
の
世
界

　

８
日
�

創
立　

周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

52

（
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会
）

　
　

日
�

15
渡
波
公
民
館　　   
�　

－

0
9
4
1

24

渡
波
地
区
市
民
文
化
展

７
日
�
・
８
日
� 
午
前
９
時

渡
波
地
区
文
化
講
演
会

　
　

日
（
月
・
祝
） 

午
後
１
時　

分

23

30

休
館
日　
　

日
�
は
、
荻
浜
を
除
く
石

16

巻
中
央
・
渡
波
・
蛇
田
・
稲
井
の
各

公
民
館
は
休
館
し
ま
す
。

　

遊
楽
館
イ
ベ
ン
ト
情
報
！　　　　　　　　　

◆
こ
も
れ
び
フ
ォ
ー
ラ
ム　

ヒ
ル
ズ
コ

ン
サ
ー
ト

と
き 　

日
�
・　

日
� 
午
後
０
時　

分

14

28

15

〜　

分
45

演
奏
者 

第　

回（　

日
�
） 
米
沢
陽
子（
横
浜
市 

86

14

東
京
純
心
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）

第　

回
（　

日
�
） 

岩
崎
孝
子
（
加
美

87

28

町 
音
楽
教
室
主
宰
）

◆
ヒ
ル
コ
ン　

ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル

と
き 　

月　

日
� 
午
後
０
時　

分
〜

12

12

15

１
時　

分
40

内
容 

第
Ⅰ
部 
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
ソ
ロ
コ
ン

サ
ー
ト

第
Ⅱ
部 
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
、ソ
プ
ラ
ノ
、

ピ
ア
ノ
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

曲
目 
デ
ュ
リ
ュ
フ
レ
「
ソ
ワ
ソ
ン
大
聖

堂
の
時
の
鐘
に
よ
る
フ
ー
ガ 　
　

」、

0p.
12

フ
ラ
ン
ク「
天
使
の
糧
」、「
ア
メ
ー
ジ

ン
グ　

グ
レ
イ
ス
」
ほ
か

出
演 

オ
ル
ガ
ン 
戸
田
彩
子
（
遊
楽
館
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
講
座
講
師
・
仙
台
市
）

ソ
プ
ラ
ノ 
中
澤
香
織
（
常
盤
木
学
園
高

校
音
楽
科
非
常
勤
講
師
・
名
取
市
）

ピ
ア
ノ 
半
澤
協
子（
ピ
ア
ノ
教
室 
コ
ン

チ
ェ
ル
ト
主
宰
・
福
島
県
伊
達
市
）

※　

月
の
ヒ
ル
コ
ン
は
、
第　

回
開
催

12

88

を
ク
リ
ス
マ
ス
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
と
し
て
開
催
し
ま
す
の
で
、
１

回
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

 
　

遊
楽
館　

�　

－

3
5
6
1

72

　

石
巻
ふ
れ
あ
い
朝
市　
　
　
　

と
き 
１
日
�
・　

日
� 
午
前
６
時　

分

15

30

〜
８
時

と
こ
ろ 
石
巻
駅
前
に
ぎ
わ
い
交
流
広
場

販
売
品 
魚
介
類
・
野
菜
・
果
物
・
菓
子

な
ど
石
巻
地
方
の
特
産
品
各
種

 
　

石
巻
観
光
協
会 
�　

－

6
4
4
8

93

　
「
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
創
造
の
事
業
」

　　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
作
品
展  

と
き 
７
日
�
・
８
日
� 
午
前　

時
〜
午

10

後
４
時
（
８
日
は
午
後
３
時
）

と
こ
ろ 
み
な
と
荘
（
湊
町
一
丁
目　

）
1-9

展
示
品　

陶
芸（
花
器
・
皿
・
茶
碗
な
ど
）、

木
工（
小
引
き
出
し
・
花
台
な
ど
）、手

芸（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
袋
物
な
ど
）

 
　

み
な
と
荘　

�　

－

0
8
4
5

96

問問問

■特別企画展�

　『萬画の国・いしのまき』石ﾉ森萬画館第42回特別企画展�

2009 exhibition of CYBORG 009�

　THE CONTRAST（コントラスト）�
【期間】平成22年１月17日（日）まで�

【とき】１１月３日（火・祝）�

　今年、2009年は千年に一度“009”と

いう数字が並ぶ『サイボーグ009』のメ

モリアルイヤー！�

　誕生から45年―･･･紆余曲折を経て、

萬画家・石ノ森章太郎のライフワークと

なった超大作『サイボーグ009』―。貴

重な原画や資料とともにその歴史を振り

返り、今なお薄れることのない作品の魅

力に迫ります。�

　11月3日は「まんがの日」。�

　当日は、マンガ的な発想をもとに文化祭的なノリで、

さまざまなワークショップやコスプレ企画など親子で楽

しめるイベントが盛りだくさん!!どうぞお楽しみに～☆

【開館時間】午前9時～午後６時　【休館日】１１月１７日（火）�

マンガッタン文化祭 2009

石ﾉ森マンガ工房（マンガ教室）�

ワ～クショップコ～ナ～�

【とき】１１月１５日（日）午後２時～４時　【参加費】５００円�
※初心者の方大歓迎！！　電話にて事前予約をお願いします。�

オープンワークショップ�

石ﾉ森マンガ工房（マンガ教室）�

オープンワークショップ�

石ﾉ森マンガ工房（マンガ教室）�

オープンワークショップ�毎週土曜日の午後１時～３時。�

第24回 マンガッタンイラストギャラリ～募集！�
【テーマ：冬物語】　聖なる夜、ゆく年くる年・・・�
あなたが“冬”から連想する物語をイラストにしてね！�

【締め切り】11月２５日（水）消印有効�
※画材は自由で官製はがきサイズのものとします。�
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〜
人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
ま
ち
の

　

身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
〜

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
住
民
の

中
か
ら
人
権
問
題
に
理
解
や
熱
意
の
あ

る
方
々
が
市
長
の
推
薦
を
受
け
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
相
談
、
幼
稚
園
や
小
中

学
校
で
人
権
教
室
を
開
き
、
命
や
思
い
や

り
の
心
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
、
毎
日
の
生
活
を
営
ん
で

い
く
上
で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、
法
律
上
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
分
か
ら
な
い
場
合

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
あ
な
た
の
近
く

の
人
権
擁
護
委
員
に
お
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

◆
地
区
ご
と
の
委
員
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

石
巻
地
区

石
田
邦
子
、
大
國
龍
笙
、
佐
藤
彰
子
、

下
山
隆
、
a 
田
悦
子
、
a
橋
壽
枝
、

a
橋
登
志
江
、田
中
憲
夫
、半
澤
裕
子

河
北
地
区

　

赤
間
功
男
、
浮
津
康
逸
、
渋
谷
精
一

雄
勝
地
区　

千
葉
健
子
、
山
下
二
郎

河
南
地
区

　

渥
美
佳
子
、
木
村
清
作
、
佐
藤
正
道

桃
生
地
区

　

齋
藤
美
代
子
、新
田
義
雅
、若
山
雅
子

生
活
・
手
続
き

守
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

あ
な
た
の
人
権 

北
上
地
区　

阿
部
護
、
那
須
野
六
男

牡
鹿
地
区　

加
藤
巳
代
、
萬
代
宮
子

 
　

仙
台
法
務
局
石
巻
支
局

　
　

�　

－

6
1
8
8

22

 　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
、
母
子
・
父

子
家
庭
医
療
費
助
成
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
１
回
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
該
当
者
に
は
、
既
に
通
知
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な

い
方
は
、
手
当
て
の
支
給
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課
お
よ
び
各

総
合
支
所
保
健
福
祉
課
窓
口（
渡
波
・

蛇
田
・
稲
井
・
荻
浜
支
所
で
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
）

※
こ
れ
か
ら
新
た
に
申
請
す
る
方
は
、

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

 
　

子
育
て
支
援
課
（
内
線　

・　

）・

424

425

　

各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

 
・
公
園
は
み
ん
な
の
も
の

　

遊
具
や
ト
イ
レ
、
水
道
な
ど
は
大
切

に
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
ペ
ッ
ト
の
同
伴
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　

公
園
に
ペ
ッ
ト
を
同
伴
す
る
際
は
、
必

ず
リ
ー
ド
を
付
け
て
、
他
の
公
園
利

用
者
に
気
を
配
り
、
お
互
い
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。ま
た
、
フ
ン
や
ご
み
な
ど
は
必
ず

持
ち
帰
る
よ
う
に
し
、
飼
い
主
が
責

任
を
持
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

問
児
童
扶
養
手
当
、
母
子
・
父
子

家
庭
医
療
費
助
成
な
ど
の
更

新
手
続
き
は
忘
れ
ず
に
！

問
公
園
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
使
い
ま
し
ょ
う

・
自
転
車
な
ど
は
乗
り
入
れ
禁
止
で
す

公
園
へ
の
自
転
車
や
バ
イ
ク
、
車
両

の
乗
り
入
れ
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。

公
園
内
で
の
事
故
な
ど
の
防
止
の
た

め
、
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

・
周
辺
に
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う　

ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
に
よ
り
、
公
園
利

用
者
や
公
園
の
近
所
の
皆
さ
ん
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
周
囲
の
状

況
を
確
認
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

・
ご
み
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

公
園
は
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
利
用

し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
き
れ
い
な
公

園
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
も

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

 
　

都
市
計
画
課
（
内
線　

・　

）

306

456

 　

毎
年
開
催
し
て
い
る「
み
ど
り
園
祭
」

で
す
が
、
今
年
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
み
ど
り
園
祭
の
活
動
に
、

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
　

み
ど
り
園　

�　

－

５
４
９
４

９３

 『
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
入
ろ
う
労
働
保
険
』

　
　

月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で

11
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
労
働
者
を
一

人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働

保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加

入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

 
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
巻

　
　

�　

－

0
1
5
8

95

問『
み
ど
り
園
祭
』の
開
催
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

問
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
？

問

11月のイベント案内！�11月のイベント案内！�11月のイベント案内！�
サン・ファン館�
�24-2210・FAX97-3399�
Eメール info@santjuan.or.jp

申�

問�

伊達回廊スタンプラリー　　　【実施期間】　平成22年２月28日（日）まで�
※独眼竜伊達政宗に関連する展示・解説をしている県内６施設が参加。参加施設の観覧料が２ヶ所目から割引される、お得

なスタンプラリーカードを配布します。また、スタンプ２個以上のスタンプで、“伊達”な記念品への応募が可能に。�

【参加施設】　青葉城資料展示館、瑞鳳殿、鹽竈神社、瑞巌寺、みちのく伊達政宗歴史館、宮城県慶長使節船ミュージアム�

第74回サン・ファン感謝デー　　【とき】11月15日（日）　午前10時30分～午後２時30分�
○地場産品やサン・ファングッズが当たるお楽しみ抽選会　○地場産品の出店やフリーマーケットコーナー�

○さけ汁100円販売（数量限定）午前11時～　○くじら肉の焼肉無料試食（数量限定）�

サン・ファン・イルミネーションツリー　【期間】11月21日（土）～12月31日（木）日没～午後８時30分�
※ただし、12月24日（木）以降は日没～午前０時まで�

イルミネーション・ロマンス・パーティー参加者募集中！  【とき】11月28日（土）　午後６時30分～８時30分�
※独身男女に出会いの場を提供するカップリングパーティー。イルミネーションで彩られた復元船のそばで出会いを見つけよう。�

「慶長使節船写真コンクール」 歴代受賞作品　【期間】11月28日（土）～12月27日（日）午前９時30分～午後４時30分�
※復元船の進水５周年記念で始まったコンクールも本年で12回目。過去の歴代受賞作品と審査員の作品を展示。�

特別展「支倉常長が　った太陽の国」�
 【期間】　12月21日（月）まで　午前９時30分～午後４時30分（最終入館午後４時）�

※日本で初めての外交使節として渡航した、支倉常長ら慶長遣欧使節。彼等の　った足跡と、一行が見たであろ

うメキシコの風景を、気仙沼市出身で現在はメキシコ在住の画家、鈴木美登里さんの作品と交錯させながら紹

介します。�


